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科学が訴える地球を取り巻く現実 



【速報版】IPCC執筆者が独自解説！「気候変動 国連
最新レポート」by 国立環境研究所江守正多副領域長 

https://www.youtube.com/watch?v=dLgGSI0G2SA 



The COP 26 UN Climate Change 

Conference, hosted by the UK in partnership with 

Italy, will take place from 31 October to 12 

November 2021 in the Scottish Event Campus 

(SEC) in Glasgow, UK. 



必要とされる科学と社会との協働
Co-design: Transdisciplinary Science 



The Great Acceleration 

Steffen, Broadgate, Deutsch, Gaffney, Ludwig (January  2015)  Anthropocene Review 

Trends                                                 Effects 



2015 

Permanent 

Secretariat 

Birth of Future Earth: Created to go more to 
advancing global sustainability in addition to 
understanding global change 



Future Earth – グローバルな取組み 

一層の他分野統合的活動、社会との協働を

目指して 



 Future Earth 統合的活動 

Earth Commission Pathways 

Facilitate Research & 

Innovation 
 

Build and Mobilize 

Networks 

Shape the Global 

Narrative 

 



oneHEALTH  

Global Research Networks は地球システム科学と学際・ 超学際研究を 

推進します：新・日本ハブが支援を担当するネットワーク 
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http://www.imber.info/
http://www.earthsystemgovernance.org/
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.globalcarbonproject.org/global/images/theme/gcp75.gif&imgrefurl=http://www.globalcarbonproject.org/carbonneutral/ZeroNet.htm&h=75&w=183&tbnid=UzsG9Vrge5p1tM:&zoom=1&docid=lJxPhEejxBpZoM&ei=zTGTVZ7mEdbj8AXHu734Dg&tbm=isch&ved=0CCEQMygBMAE&biw=1346&bih=599
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.igacproject.org/sites/all/themes/bluemasters/images/LogoFiles/IGACLogo/IGAC_300dpi_white.png&imgrefurl=http://www.igacproject.org/Logos&h=1101&w=1093&tbnid=jQT1mHEZhKuMLM:&zoom=1&docid=Sdoyf4W-FofpnM&ei=IjSTVYPSDJLM8gW0toHABQ&tbm=isch&ved=0CCAQMygAMAA
http://ihopenet.org/
http://irg.bnu.edu.cn/index.asp
http://www.pecs-science.org/2.1a508a66139b5dba5cb1fc.html
http://www.pages-igbp.org/
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://ugec.org/files/2015/06/AIMES-300x236.jpg&imgrefurl=https://ugec.org/&h=236&w=300&tbnid=jakdYOZuxOOzRM:&zoom=1&docid=phGUOxNL1VP1MM&ei=LDCTVZC4ONXh8AXpgo3IAg&tbm=isch&ved=0CCAQMygAMAA
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Global Carbon Project (GCP) publishes the Global Carbon Budget 2021 to provide the latest evaluation of 

the global CO2 emission. 

https://www.globalcarbonproject.org/carbonbudget/index.htm


Figures from GCP and Niwa @NIES 

CONTRAIL 

Bottom-up 

approach 

CO2 

CH4 

N2O 

NIES/NASA, Oda et al. (2018) 

NIES/JAMSTEC, Ito and Inatomi, (2012) 

Various 

observations 
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1. 温暖化を1.5℃で安定させることはまだ可能だが、
世界中で早急かつ抜本的な行動が必要である 

2. メタンと亜酸化窒素の排出量が急速に増加して
おり、地球は2.7℃の温暖化に向かっている 

3. 大規模な森林火災― 気候変動によって、火災の
規模が新たな次元に達し、甚大な影響を及ぼし
ている 

4. 気候変動のティッピング・エレメント（地球環
境の激変をもたらす事象）がインパクトの大き
なリスクをもたらす 

5. グローバルな気候変動対策は公正でなければな
らない 

6. 家庭の行動変化への支援は、気候変動対策にお
いて重要だが見落とされがちである 

7. 政治的課題がカーボンプライシングの有効性を
阻害する 

8. 自然に根差した課題解決はパリ協定の達成のた
めに重要だが、細かい点にも注意が必要である 

9. 海洋生態系のレジリエンスを高めるには、気候
変動に適応した保全と管理、そしてグローバル
なスチュワードシップが必要である 

10. 気候変動の緩和策は、人々の健康と健全な環境
にとって複数の直接的なメリットがあることか
ら、必要なコストを正当化することができる 

 

     （仮訳：Future Earth Japan Hub, IGES） 
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温暖化を1.5℃で安定させることはまだ可能だが、世界中で早急
かつ抜本的な行動が必要である 



メタンと亜酸化窒素の排出量が急速に増加しており、
地球は2.7℃の温暖化に向かっている 
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気候変動のティッピング・エレメント（地球環境の激変を
もたらす事象）がインパクトの大きなリスクをもたらす 



海洋生態系のレジリエンスを高めるには、気候変動に適応した保全と
管理、そしてグローバルなスチュワードシップが必要である 



二酸化炭素排出削減目標を達成するために、どのセクターが、いつまでに、
どれだけの貢献をすればよいかを示す、統合レポート 

Exponential Climate Action Roadmap 



Future Earth – アジアでの活動 

アジアでの多様な自然と文化、課題を

踏まえた活動を推進 



https://asiacenter.futureearth.org/home/our-community/#networks 



Regional Research Initiatives in Asia 

 

Monsoon Asia Integrated Research for 

Sustainability – Future Earth (MAIRS-FE) 

Health Investigation and Air Sensing 

for Asian Pollution (Hi-ASAP) 

Sustainability Initiative in the Marginal Seas of South and East Asia (SIMSEA) 

https://asiacenter.futureearth.org/home/our-community/#regional%20initiatives 



Transdisciplinarity for Early careeR Researchers in Asia School (TERRA School) 

The TERRA School is a short-term intensive course on co-creation and transdisciplinary research in 

practice, organized by the Research Institute for Humanity & Nature (RIHN) in collaboration with the 

Regional Centre for Future Earth in Asia.  

The TERRA School promotes and builds capacity for transdisciplinary research, where researchers and 

societal stakeholders work together to address challenges facing humanity in Asia. The school featured 

lectures, workshops and interactive sessions on theories and practice of transdisciplinary research (TD). It 

included structured learning on tools and methodologies used in TD (e.g. problem framing, stakeholder 

mapping, analysis and visioning) and introduction to the various transdisciplinary research conducted at 

RIHN.  

https://asiacenter.futureearth.org/2020/01/27/early-career-researchers-in-asia-encounter-transdisciplinary-research-in-the-real-world/ 



Future Earth – 日本での取組み 

脱炭素とSDGsを例として 



https://www.nies.go.jp/social/research/index.html 



民間企業との共同プロジェクト 

目的： 

 ①国を対象とした脱炭素・持続社会シナリオの定量化に基
づく、脱炭素行動計画の策定と実施の支援 

 ②アジアにおける同様のプロジェクトの拡大準備 

 

活動：脱炭素・持続社会シナリオの専門家と、多様な関係者
との対話と協働 



金融セクターとの協働ワークショップ 

目的：金融界と科学者が問題意識と科学的知見を共有すること
で、脱炭素へ向け今後必要な行動について議論を深めること 

 

活動：クローズドのワークショップ開催（11月25日、30日）
と公開報告書の作成 

 

協力機関：国立環境研究所、主要な金融業界、関係省庁 



SDGsの     
“ウェディングケーキ” 

SDGs：17 のゴールも、お互いに関連している 

 そして、地球の環境がすべての土台、基礎である 

経済 

社会 
 

環境 

Source: Stockholm Resilience Center 

シナジー 

トレードオフ 

例： 

再生可能エネルギー vs 貧困、飢餓 

省エネ移動 vs 交通事故 

International Science for Council 

(ICSU) 2017:  

A Guide to SDGs Interactions: 

From Science to Implementation 



一般社団法人 SDGs市民社会ネットワーク 

https://www.sdgs-japan.net/?pgid=klpxxab1-85bfa344-6ed1-4ef8-900d-6f09950666a4 



自発的国家レビュー (VNR)：2021年に日本は２度目のVNRを提出 

8つの優先課題と主な取組（そのうち環境関連） 

優先課題６ 生物多様性、森林、海洋等の環境の保全 

（１）国内の課題と取組  

（海洋保全、海洋プラスチックごみ対策） 
  「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」 

  「G20海洋プラスチックごみ対策実施枠組」 

  モーリシャスへの国際緊急援助隊・専門家チーム派遣 

（持続可能な森林経営）  
【事例】岡山県西粟倉村の取組  

 

（２）国際協力  

（海洋保全、海洋プラスチックごみ対策）  

（持続可能な森林経営）  

（生物多様性）  

（G7サミットにおける2030年自然協約）  

（北極・南極域）  
【事例】山陽女子中学校・高等学校地歴部    



VNR 

政府による評価の概要（環境に関するゴール） 

温室効果ガスの総排出量は、2014 年度以降、 6 年連続で減少し、排出量を算
定している 1990 年度以降、最小値を更新。実質 GDP 当たりの 温室効果ガス
の排出量は、 2013 年度以降７年連続で減少 。 

ベルテルスマン財団及び持続可能な開発方法ネットワー ク（SDSN）による報告書では、
日本ではSDG5（ジェンダー平等）やSDG13（気候変動）、SDG14（海洋資源）、SDG15 

（陸上資源）、SDG17（実施手段）に関する達成度合いが低いと評価されている 

2020年に日本周辺海域において確認した海洋汚染の件数は、453件であり、前年の
432件に比べ21件増加。一方、2018年５月に閣議決定された「第3期海洋基本計
画」の中で、関係省庁が取 り組む施策として海洋ごみへの対応が位置付けられた
ほか、海岸漂 着物処理推進法において事業者による 廃プラスチック類の排出抑制
の努力義務を規定。2019年５月には「海洋プ ラスチックごみ対策アクションプラ
ン」を策定。総合海洋政策本部参与会議SDG 14 PT他、政府全体での取組。 



VNR 

SDGs推進円卓会議民間構成員による評価の概要 

（環境に関するゴール） 

国内では 300 を超える自治体がゼロカーボンシティを表明。 

企業レベルにおいても、「 SDGs 実態調査」では 90 ％以上の企業が脱炭素化に
向けた取組を進めている。経団連でも「チャレンジ・ゼロ」を推進。 

しかし、市民レベルでの気候変動の理解は国際的に見て低い。 

水道インフラの老 朽化、耐震化の遅れなどの課題がある 

全国で 3152（全体の 16%）の浄水場が浸水想定地域にあり、うち 2552 施設
に浸水災 害対策が講じられていないなど、水の安定供給のための気候変動対
応が不十分。 



VNR 

SDGs推進円卓会議民間構成員による評価の概要 

（環境に関するゴール） 

＜課題と変革へ向けた提言＞ 
 SDGs達成に向けた総体的で客観的な目標、科学に基づくターゲットや指標の整備が重要になるが、現状遅れている。 

 毎年発表されるアクションプランも定量化すべき。アクションプランではベースラインデータとターゲット及びその達成
期限を明確にし、これに基づいて、ギャップ分析を行うべき。 

 指標についてはグローバル指標の整備を進め、現在、出せるデータが存在しない場合は、「出す時期」を表明すべき。 

 目標毎のレビューのみならず、マルチベネフィット創出・複数目標間のシナジーの観点でも評価すべき。（クリーンエネ
ルギー(SDG7)、産業と技術革新(SDG9)、都市防災(SDG11)、生物多様性(SDG15)など） 

 2025年ごろに次のVNRを提出すべき。 

 

「生物多様性」の言葉の認知度は、51.8%と目標を下回る結果。 

一方、９割の企業経営層が生物多様性という言葉の意味を知っている。
経団連も生物多様性イニシアティブを推進。 

ポスト 2020 枠組みを SDGs の生物多様性関連目標の更新と位置付ける
方向を打ち出すべき。 







国立環境研究所 

三枝信子領域長 

2021年9月3日 

文部科学省 

科学技術・学術審議会 

地球観測推進部会資料より 

VNRでも引用 



海洋研究開発機構 

河野 健 理事 

2021年9月3日 

文部科学省 

科学技術・学術審議会 

地球観測推進部会資料より 



海洋研究開発機構 

河野 健 理事 

2021年9月3日 

文部科学省 

科学技術・学術審議会 

地球観測推進部会資料より 



VNR 

SDGs推進円卓会議民間構成員からの提言の実行に向けて 

＜課題と変革へ向けた提言＞ 

SDGs達成に向けた総体的で客観的な目標、科学に基づくターゲッ
トや指標の整備が重要になるが、現状遅れている。 

毎年発表されるアクションプランも定量化すべき。アクションプラ
ンではベースラインデータとターゲット及びその達成期限を明確に
し、これに基づいて、ギャップ分析を行うべき。 

       ↓ 

円卓会議民間構成員所属機関を含むFuture Earth日本委員会参画機
関により、新プロジェクト企画中 



イオン未来地球フォーラム全５回開催（２０１７年～２０２１年） 

パネル討論モデレーター：牧野光琢先生 



イオン環境財団とのコラボレーション 第2弾（案） 

目的：SDGsの日本のターゲットを考える土台作りを目指した消費者や若者
の参画による、専門家との対話 

 

成果の発信先（期待）： 

⮚国内発信：SDGs推進円卓会議 

⮚国際発信：Science-based pathways, Earth Commission, UN GSDR 

 

協力機関：イオン環境財団、国立環境研究所、慶応大学SFC 他 



Future Earth の 

新体制 



  New governance structure 
山内太郎氏 

三枝信子氏 

高村ゆかり氏 

谷口真人氏 

Hein Mallee氏 

福士謙介氏 

鈴木政史氏 

藤木完治氏 



Future Earth’s new Governing Council members 

Global Secretariat Hub boards and funders Regional and National structures 

Early career researchers Global Research Networks Experts from low and middle income countries 

Netherlands/Germany India/Austria United Kingdom USA/Canada Tunisia Finland 

Japan USA Sweden France South Africa Finland Japan 

India Argentina Ethiopia 

Canada 



Global Secretariat Hub 

USA 

Global Secretariat Hub 

Canada 
Global Secretariat Hub 

China 
Global Secretariat Hub 

France 

Global 

Secretariat 

Hub Japan 

Global Secretariat Hub 

Sweden 

Global Secretariat Hub 

South Asia 

Global Secretariat Hub 

Taipei 





Future Earth公式ウェブサイト: 

https://futureearth.org/ 

Future Earthニュースレター (日英): 

https://futureearth.org/publications/newsletters/ 

Future Earthの雑誌 Anthropocene (人新世)を読む (日英): 

https://futureearth.org/publications/anthropocene-magazine/ 

Future Earthメンバーポータル: 

https://members.futureearth.org/ 

Future Earthに 

ご参加ください！ 

SNS twitter.com/FutureEarth 

facebook.com/futureearth.org 

youtube.com/user/FutureEarthVideo 

twitter.com/FutureEarth_JP（日本語） 

日本語メーリングリスト：https://forms.gle/cED1stBaFGqShET36 

https://futureearth.org/
https://futureearth.org/publications/newsletters/
https://futureearth.org/publications/anthropocene-magazine/
https://futureearth.org/publications/anthropocene-magazine/
https://futureearth.org/publications/anthropocene-magazine/
https://members.futureearth.org/
https://twitter.com/FutureEarth_JP%EF%BC%88%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%AA%9E%E3%83%84%E3%82%A4%E3%83%83%E3%82%BF%E3%83%BC%EF%BC%89
https://twitter.com/FutureEarth_JP%EF%BC%88%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%AA%9E%E3%83%84%E3%82%A4%E3%83%83%E3%82%BF%E3%83%BC%EF%BC%89
https://forms.gle/cED1stBaFGqShET36

